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今
年
度
開
催
し
た
諸
行
事
に
つ
い
て
の
報
告

　

第
47
回
学
芸
書
道
全
国
展
に
つ
い
て

　

第
47
回
学
芸
書
道
全
国
展
の
開
催
に
つ
い

て
、
硯
心
会
の
皆
様
に
は
出
品
す
る
児
童
・

生
徒
の
指
導
者
と
し
て
、
審
査
や
運
営
に
携

わ
る
一
員
と
し
て
、
毎
年
広
く
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
出
品
点
数
も
増
え
、
全
国
の

１
４
６
団
体
、
９
７
９
５
点
の
作
品
が
集
ま

り
ま
し
た
。
う
ち
２
０
２
点
は
、
今
回
よ
り

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
作
品
制
作
を
奨
励

す
る
た
め
に
設
け
た
特
別
部
門
の
出
品
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
声
を
そ
の
ま
ま
表
現

し
、
言
葉
を
楽
し
ん
で
書
い
て
も
ら
い
た

い
。
自
ら
考
え
、
ど
の
よ
う
に
書
こ
う
か
考

え
、
試
行
錯
誤
し
て
書
に
取
り
組
み
、
表
現

し
て
も
ら
い
た
い
。と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

２
０
２
点
の
作
品
は
硯
心
会
役
員
の
先
生
方

に
審
査
い
た
だ
き
、
概
ね
意
図
が
伝
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

東
京
都
美
術
館
で
の
開
催
と
な
っ
て
以

来
、
授
与
が
で
き
て
お
り
ま
す
文
部
科
学
大

臣
賞
を
筆
頭
に
、
全
国
か
ら
レ
ベ
ル
の
高
い

作
品
が
上
野
で
展
示
さ
れ
る
と
共
に
、
毛
筆

を
表
現
の
活
動
の
場
と
し
て
児
童
生
徒
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
入
口
と
し
て
も
発
展
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
作
品
返
送
作
業
に
お
い
て

は
、
一
部
の
団
体
の
梱
包
が
適
切
に
行
わ
れ

な
か
っ
た
と
い
う
課
題
も
残
し
ま
し
た
。
関

係
の
団
体
に
お
詫
び
す
る
と
共
に
、
次
回
展

ま
で
に
は
対
応
策
を
考
え
、
学
芸
書
道
全
国

展
が
更
に
発
展
す
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　
　

部
長　

西
澤　

憂（
49
期
）

　

第
42
回
硯
心
会
書
展
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
硯
心
会
書
展
は
、
去
る
令
和
５

年
８
月
23
日
（
水
）
か
ら
30
日(

水)

ま

で
東
京
都
美
術
館
２
階
第
４
展
示
室
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

同
展
は
第
３
期
か
ら
第
71
期(

２
０
２
２

年
度
卒
業)

の
１
１
５
名
の
皆
様
に
ご
出
品

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
会
期
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
も
終
息
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
状
況
の

中
で
、
約
２
０
０
０
人
も
の
来
場
者
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま

た

特

別

展

示

と

し

て
「

33

期

(

１
９
８
５
年
卒
業)

有
志
展
」
を
開
催
し
、

８
名(

新
規
出
品
者
２
名)

に
ご
出
品
い

た
だ
き
ま
し
た
。
還
暦
を
迎
え
、
節
目
の
年

と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
硯
心
会
書
展
は
、
長
き
に
わ
た
り
諸

先
輩
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
の
も
と
、
世
代
を
超
え
て
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
多
く
の
新
会
員

の
皆
様
の
ご
出
品
に
よ
り
、
毎
年
若
い
世
代

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
誠
に
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。

　

ま
た
本
展
を
通
し
て
様
々
な
世
代
間
交
流

を
深
め
る
場
に
も
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
硯

心
会
の
更
な
る
発
展
に
繋
が
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 　

部
長　

殿
村
美
奈
子(

33
期)

学芸書道全国展の会場の様子
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学芸書道全国展表彰式　　　　　　　硯心会書展の会場の様子

　

同
期
展
・
同
期
会
開
催
報
告

　

特
別
展
示
と
し
て
「
33
期(
１
９
８
５
年

卒
業)

有
志
展
」
を
開
催
し
、
８
名
の
同
期

が
出
品
し
ま
し
た
。

　

そ
の
33
期
同
期
展
開
催
に
合
わ
せ
て
８
月

26
日(

土)

、
銀
座
に
て
33
期
同
期
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
還
暦
を
記
念
し
て
13
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

上
野
の
硯
心
会
書
展
に
も
足
を
お
運
び
い

た
だ
き
、
大
学
の
書
道
科
時
代
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　

33
期
理
事　

殿
村
美
奈
子 　　　　　　　硯心会書展の会場の様子

　　　　　　　同期展スペースの前で　　　　　　　同期会の後に同期で

　

伊
藤
滋
講
演
会
「
碑
法
帖
の
魅
力
」

　

２
０
２
３
年
８
月
24
日
（
木
）
15
時
よ
り
、

東
京
都
美
術
館
講
堂
に
て
、
本
学
16
期
卒
業

生
・
伊
藤
滋
先
生
に
よ
る
講
演
会
「
碑
法
帖

の
魅
力
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

　

ご
講
演
で
は
、
ま
ず
拓
の
採
り
方
、
そ
れ

に
必
要
な
道
具
な
ど
に
つ
い
て
説
明
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
拓
を
と
る
際
の
適
度
な
水
分
、

墨
の
濃
さ
、
あ
る
い
は
擦
拓
、
蝉
翼
拓
、
烏

金
拓
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
画
像
を

取
り
上
げ
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
ス
ラ
イ
ド
に
て
さ
ま
ざ
ま
な

刻
石
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
書

の
み
な
ら
ず
画
像
石
も
多
く
あ
り
、
目
を
惹

か
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
の
硯
心
会
書
展
に
お
い

て
特
別
展
示
と
し
て
鑑
賞
に
供
さ
れ
て
い
た

伊
藤
先
生
ご
所
蔵
の
碑
法
帖
に
つ
い
て
解
説

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
た
碑
法
帖
に

は
以
下
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

甲
骨
文
、
大
盂
鼎
、
萊
子
侯
刻
石
、
瓦
当
、

曹
全
碑
、
礼
器
碑
、
乙
瑛
碑
、
爨
宝
子
碑
、

蘭
亭
序
（
神
龍
半
印
本
・
張
金
界
奴
本
）、

黄
庭
経
、
宣
示
表
、
十
七
帖
、
龍
門
造
像
記
、
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講演会の様子

論
経
書
詩
、
元
顕
儁
墓
誌
銘
、
温
泉
銘
、
集

字
聖
教
序
、
皇
甫
誕
碑
、
雁
塔
聖
教
序
、
枯

樹
賦
、
哀
冊
、
顔
氏
家
廟
碑
、
争
座
位
稿
、
他
。

　

こ
れ
だ
け
の
碑
法
帖
が
一
堂
に
会
す
る
こ

と
は
、
大
き
な
博
物
館
の
企
画
展
で
も
な
か

な
か
実
現
し
難
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
展
示
は
伊
藤
先
生
の
硯
心
会
に
対
す
る

ご
厚
意
に
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
伊
藤
先

生
の
ご
講
演
に
お
け
る
貴
重
な
お
話
、
そ
し

て
特
別
展
示
へ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ご
提
供

に
対
し
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

53
期　

城
間
圭
太

講演会との連携展示 講演会の様子

　

合
同
同
窓
会
報
告

　

コ
ロ
ナ
禍
が
開
け
、
よ
う
や
く
開
催
で
き

た
合
同
同
窓
会
に
は
、
34
名
の
先
生
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
冒
頭
、
長
野
会
長

か
ら
、
学
芸
展
お
よ
び
硯
心
会
書
展
を
上
野

の
地
で
お
こ
な
う
意
義
と
喜
び
に
つ
い
て
の

お
言
葉
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
は

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
先
輩
や
後
輩
と
顔
を
合
わ
せ

書
表
現
や
教
育
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
で

き
、
卒
業
生
同
士
の
繋
が
り
を
感
慨
深
く
思

い
ま
し
た
。

　

幅
広
い
世
代
が
集
ま
る
貴
重
な
機
会
と
し

て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
先
生
方
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

68
期　

林　

美
月　合同同窓会終了後に

　

理
事
会
・
総
会
報
告

　

硯
心
会
書
展
、
学
芸
書
道
全
国
展
搬
入
後

８
月
22
日
（
火
）
18
時
か
ら
東
京
文
化
会
館

会
議
室
に
て
理
事
会
を
、
会
期
中
８
月
24
日

（
木
）
10
時
か
ら
総
会
を
開
催
し
、
各
事
業

の
報
告
お
よ
び
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
42
回
硯
心
会

書
展
、
第
47
回
学
芸
書
道
全
国
展
、
特
別
展

示
、
特
別
企
画
に
つ
い
て
、
各
部
局
か
ら
詳

細
な
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
と
し
て
は
、
役
員
改
選
の
年
で

あ
り
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
の
新
役
員
の
提

案
が
あ
り
、
理
事
会
、
総
会
に
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
硯
心
会
書
展
部
、
学
芸
書

道
全
国
展
部
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
近
年

の
物
価
高
に
と
も
な
う
硯
心
会
書
展
、
学
芸

書
道
全
国
展
の
出
品
料
の
値
上
げ
の
検
討
に

つ
い
て
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
と
と
も
に

（
春
季
理
事
会
で
の
継
続
審
議
）、
学
芸
書
道

全
国
展
の
表
装
等
の
変
更
が
議
論
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
高
齢
の
期
の
方
の
招
待
展
示
や

出
品
料
値
下
げ
に
つ
い
て
も
参
加
の
理
事
か

ら
提
案
が
あ
り
、検
討
事
項
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
理
事
会
（
役
員
・
理
事
）
は
２
月
、

総
会
は
８
月
開
催
の
予
定
で
す
。
理
事
お
よ

び
会
員
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

52
期　

草
津
祐
介
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千
葉
硯
心
会
活
動
報
告

　

昭
和
46
年
に
発
足
し
た
千
葉
硯
心
会
は
、

昨
年
８
月
に
50
回
の
記
念
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
作
品
集
も
作
成
し
、
50
年
の
歩
み
を
振

り
返
り
ま
し
た
。
今
年
度
に
入
っ
て
若
干
の

会
員
増
も
あ
り
、新
た
な
る
半
世
紀
に
向
け
、

各
自
い
っ
そ
う
の
研
鑽
努
力
を
積
ん
で
い
く

所
存
で
す
。
ご
支
援
・
ご
教
導
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 
 

さ
て
、
去
る
８
月
１
日
～
６
日
に
は
、
第

51
回
展
を
千
葉
県
立
美
術
館
に
て
開
催
し
て

次
な
る
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
新
会
員
の
出
品
も
含
め
、
29
点
の
作
品

を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
品
か

ら
大
作
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
連
日
の
35
度
超
え
と

い
う
酷
暑
の
中
、
５
０
０
名
近
く
も
の
ご
来

場
を
い
た
だ
き
、
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

千
葉
硯
心
会
事
務
局　

石
井
昭
正
（
31
期)

　

埼
玉
硯
心
会
活
動
報
告

　

令
和
５
年
７
月
29
日(

土)

～
８
月
１

日(

火)

の
日
程
で
埼
玉
会
館
第
一
・
二
展

示
室
に
お
い
て
第
四
十
四
回
埼
玉
硯
心
会
書

作
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
24
名
の
作
品
を

展
覧
し
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
の
中
心
配
で

し
た
が
沢
山
の
ご
観
覧
を
頂
き
、
盛
会
裏
に

終
え
る
こ
と
が
ま
し
た
。
猛
暑
に
も
拘
ら
ず

遠
路
足
を
お
運
び
下
さ
っ
た
皆
様
本
当
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
た
。

　

今
回
は
、
事
前
の
作
品
研
究
会
も
３
回
お

こ
な
わ
れ
、
互
い
に
作
品
批
評
し
合
っ
て
作

品
制
作
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
場
が
、
会
館
の
都
合
で
変
更
に
な
り
、
大

き
さ
の
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
力
作
が
並

び
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
ゆ
っ
く
り

と
作
品
鑑
賞
が
で
き
て
、会
員
相
互
の
研
修
・

親
睦
の
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
45
回
展
は
、
令
和
６
年
８
月
17
日
（
土
）

～
20
日
（
火
）
埼
玉
会
館
第
一
・
二
展
示
室
で

開
催
予
定
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
に
在
住
、
在
勤
の
皆
様
お
仲
間
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
学
生
の
方
々
も
大
歓
迎
で
す
。

ご
一
報
い
た
だ
け
ま
す
と
嬉
し
い
で
す
。
今
後

の
予
定
と
し
て
、
墨
蹟
や
美
術
館
の
企
画
展
鑑

賞
な
ど
で
研
修
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

埼
玉
硯
心
会
事
務
局　

杉
山
惠
美（
25
期
）　
　 　

開
催
報
告
・
案
内

　

第
６
回　

書
を
楽
し
む
作
品
展

　

21
期
松
本
栖
雪(

礼
子)

主
宰
、
45
期
松

本
貴
子(

渕
脇
貴
子)

ら
に
よ
る
展
覧
会
を
、

千
葉
そ
ご
う
地
下
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、

令
和
５
年
２
月
21
日
〜
27
日
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
、
毎
回
６
０
０
人
超

の
方
々
に
ご
高
覧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

会
場
中
央
に
設
け
て
い
る
水
書
コ
ー
ナ
ー
は

と
て
も
好
評
で
、
出
品
者
と
同
様
に
老
若
男

女
問
わ
ず
、
楽
し
そ
う
に
体
験
さ
れ
て
い
る

姿
を
多
く
見
受
け
ま
す
。

　

本
年
も
楽
し
ん
で
書
い
た
書
を
出
品
で
き

る
よ
う
に
制
作
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
の

会
期
は
、
令
和
６
年
２
月
20
日
か
ら
27
日
ま

で
で
す
。
お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
高

覧
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

21
期　

松
本
礼
子

❖

　

東
京
学
芸
大
学
創
基
百
五
十
周
年
記
念

　

書
道
専
攻
・
コ
ー
ス
書
作
展

　

２
０
２
３
年
11
月
２
日（
木
）～
５
日（
日
）

　

９
時
～
18
時
（
２
日
、
３
日
は
15
時
～
）

　

東
京
学
芸
大
学
芸
術
館

※
期
間
中
11
月
３
日
（
金
）
～
５
日
（
日
）
は
東

京
学
芸
大
学
の
文
化
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

❖

　

濱
崎
道
子 

不
死
鳥

　

２
０
２
３
年
11
月
19
日（
日
）～
30
日（
木
）

　

六
本
木
ス
ト
ラ
イ
プ
ス
ペ
ー
ス

　

19
日
15
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー

　

マ
ン
ス
、
26
日
15
時
か
ら
サ
プ
ラ
イ
ズ
パ  

　

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

❖

　

松
原
直
也
書
作
展

　

２
０
２
４
年
１
月
８
日
（
月
・
祝
）
～

 
 

１
月
14
日
（
日
）
11
時
～
19
時
（
初
日
は

　

16
時
か
ら
、
最
終
日
は
17
時
ま
で
）

　

銀
座
大
黒
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
６
階

❖

　

高
橋
敏
行
書
作
展
～
今
お
も
う
こ
と
～

　

併
催　

書
道
サ
ー
ク
ル
睦
庵
展

　

２
０
２
４
年
３
月
25
日（
月
）～
31
日（
日
）

　

船
橋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
四
展
示
室

展
覧
会
（
個
展
、
同
期
展
）
の
開
催
予
告
、
開

催
報
告
、
出
版
等
の
情
報
を
掲
載
希
望
と
明
記

の
上
、
事
務
局
・
草
津
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。


